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日本人こそ拉致解決にもっと関心を 2009/03/15 17:55 

  

久しぶりにニュースのトップを飾った 

  

拉致問題、解決に向け前進を期待 

  
  
 去る3月11日、拉致被害者家族の飯塚繁雄さん、飯塚耕一郎さんが元北朝鮮工作員・金賢姫さんとの面会が実現したことに

ついて、私は「良かったなあ～」と素直に喜びたいと思います。これで膠着状態が続いてた拉致問題解決に向けて、一歩でも前

進することを願ってます。 
  
 今回の面会報道のため、日本から百人以上の報道陣が取材に釜山に訪れましたが、「お涙頂戴報道」という批判はあるにして

も、久しぶりに拉致問題の報道が各社ニュースのトップを飾りました。これは日本には未解決の「拉致」という国家の主権に関わ

る問題が依然として続いているのだ、という事実を改めて日本国民に広く知らしめた、という点において大きなプラスでした。 
  

 
金賢姫さんに飯塚耕一郎さんを紹介する飯塚繁雄さん（産経新聞から） 
  
 拉致被害者家族主催の集会に参加すると、必ず被害者家族から参加者に訴える言葉があります。「皆さん、どうぞこの拉致問

題に関心を持ち続けて下さい」という趣旨の内容です。被害者家族は、国民の関心の高さ、国民の声が政府を動かす事を知って

いるのです。政府が毅然とした対応を取れないとき、こうした声こそが頼り、ということです。だからこそ、影響力のあるマスコミに

はもっとあらゆる形で報道し続けてほいわけです。 
  
 何より、当初は強硬だったアメリカのブッシュ政権が、終盤に掛かって解決を急ぐあまり、次々と融和的な対応に代わり、あげく

昨年秋にはテロ支援国家指定を解除してしまう、という事態になりました。同盟国のアメリカが頼りにならない以上、日本は独力

でも対応しなければならない、という思いを強くしていたわけで、拉致被害者家族は、政府に対して一段と強い経済制裁を要求し

続けてきました。 
  

金賢姫氏が明らかにした５つの新しい情報 

  
 こうした中で実現した今回の面会は、韓国の政権が左翼・親北路線を取ってきた盧武鉉から、北に毅然とした対応をとる保守系

の李明博政権に変わったからこそ実現できたわけです。救う会によると、「金賢姫氏が明らかにした５つの新しい情報」は以下の

通りです。 
  
１ 83年、田口さんと別れてから何ヶ月か後に、指導員が「顔だけ見せてやる」といって、市内に行く途中、田口さんの顔だけ見た
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ことがある。 
２ 85年１月、海外実習から帰ってきてスッキと合流した。そのときスッキは、84年末に田口さんとめぐみさんとスッキの3人で市

内から遠く離れた招待所で一緒に生活したと言っていた。スッキによれば、そこは電気事情が悪く寒いので、服を何枚も着重ねて

いたということである。いずれにせよ、その時点で結婚していたという事実はない。 
３ 87年１月マカオから帰ってきて２月～10月にかけて招待所で生活していたが、2月か3月頃、運転手から田口さんをどこか知

らないところに連れて行ったと聞いた。86年に一人暮らしの被害者を結婚させたと聞いたので、田口さんもどこかに行って結婚し

たのだと思った。その招待所にいた間、日本人拉致被害者が死亡したと聞いたことはない。 
４ （蓮池薫さんが田口八重子さんは86年にここに行ったと証言している）敵工部、あるいは敵工地については知らないが、とに

かく田口さんはどこか招待所ではないところに行って結婚したのだと思った。 
５ （北朝鮮が田口さんの朝鮮名として発表した）「コ・ヘオク」という名前は知っている。指導員や幹部がそう呼んでいたのを聞い

たことがある。「リ・ウネ」は仮名である。 
  

知事の会も早期解決に向け政府に要望書 

  
 出来れば、これを機に政府は被害者家族が求める一段と強い経済制裁をミサイル発射を気に実行し、北朝鮮に対して更に大

きな圧力をかけるべきでしょう。また、金賢姫さんを日本に招き、面会や集会、記者会見などを通じて、世論を喚起する方向に待

って行ければ、大きなプラスになると思います。 
  
 なお、3月13日には、「北朝鮮による拉致被害者を救出する知事の会（会長＝石原慎太郎東京都知事）」は、麻生太郎・内閣総

理大臣宛に、追加制裁の発動や国際連携を求める「拉致問題の早期解決に関する要望書」を拉致問題対策本部に提出しまし

た。要望は以下の通りです。 
  
・北朝鮮を巡る拉致問題をはじめ諸懸案の解決に向けた断固たる姿勢を国家として示すため、北朝鮮に対する現行の制裁措置

を継続するとともに、効果的な追加制裁措置を早急に検討し、今後の交渉カードとすること。 
・北朝鮮当局による拉致問題の全面解決のため、大韓民国をはじめとする関係諸国や国際機関等と緊密に連携・協調し、拉致

被害者や拉致実行犯に関する情報提供を求め、特定失踪者を含む安否不明者の生存確認及び早期帰国の実現を図ること。 
  

 
拉致問題解決を訴えるはがきのあて名面下部に印刷される政府のメッセージとデザイン（産経新聞から） 
  
 また、政府の拉致問題対策本部は、北朝鮮による拉致問題の解決を訴えようと「必ず救い出す」などのメッセージを印刷したは

がきを２４日から発売すると発表しました。  
http://sankei.jp.msn.com/world/korea/090310/kor0903101827007-n1.htm 
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金賢姫さんとの面会で、拉致問題がトップニュースになったのは良かったのですが、どこ

もかしこも、涙を流す場面や抱き合う姿を執拗に伝えていたのにはガッカリでした。 

 
「頂門の一針」で花岡信昭氏の「お涙ちょうだいでよかったのか」というコラムを読みました

が全く同感です。面会が実現するに至った背景とか日韓の思惑など、もっと掘り下げた報
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道が欲しいと思いますが、無いものねだりでしょうな。 

 
蛇足ながら、マスコミによる「金賢姫元死刑囚」という表現は何とかならないのでしょうか

ねえ？  

2009/03/15 21:11Commented by 花うさぎ さん 

To 風来坊さん こんばんは。 
 
>「頂門の一針」で花岡信昭氏の「お涙ちょうだいでよかったのか」というコラムを読みまし

たが全く同感です。 

 
これは私も拝見しました。 

 
＞面会が実現するに至った背景とか日韓の思惑など、もっと掘り下げた報道が欲しいと

思いますが、無いものねだりでしょうな。 

 
正直いって今のマスコミにそれを期待しても無理だと思います。 

 
>蛇足ながら、マスコミによる「金賢姫元死刑囚」という表現は何とかならないのでしょうか

ねえ？ 

 
これは島田教授の指摘通り、「金元北朝鮮工作員」が妥当な肩書きでしょうね。しかし日

本のマスコミも酷いですが、韓国のそれはもっと酷いですね。 
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・お知らせ 

 
これ多分昨日放送分だと思いますが、核心部分が語られています。 
五分過ぎの宮崎氏の発言以降に注目。 

 
たかじんのそこまで言って委員会 
麻生内閣と小沢代表 

http://www.youtube.com/watch?v=B-3-KQ0kUJw  
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・イベントガイド 

 
「沖縄と共に『自立国家日本』を再建する草の根ネットワーク」 
発足記念シンポジウム  

 
日時 平成21年3月28日（土） 第一部 13時00分～15時30分 第二部 16時00分～1
7時00分 
 
場所 日本青年館ホテル 中ホール（地下） 
    http://www.nippon-seinenkan.or.jp/hotel/index.htm 
内容 
《第一部》 シンポジウム 
  基調講演：「日本の運命を握る沖縄情勢」 惠隆之介（ジャーナリスト） 
  特別ゲスト講演： 「那覇⇔東京⇔ワシントン」 田久保忠衛（国家基本問題研究所 副

理事長） 
  パネルディスカッション 「自立国家日本の再建と沖縄」 
  田久保忠衛、惠隆之介、鈴木正人、富原盛哲 
《第二部》 懇親会 

 
参加費 第一部 2,000円 第二部 2,000円 
主催 沖縄と共に「自立国家日本」を再建する草の根ネットワーク 
    http://jiritsukokka.com/cat4/ 
共催 理想国家日本を実現する東京大学OBの会 
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